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「学校再開後の教職員の働き方実態調査」について

新型コロナウイルスの影響による夏季休業短縮など困難な状況の中、連日のご奮闘に敬意を表します。

さて、文科省は7月17日に「１年単位の変形労働時間制」導入のための省令・指針及び条例・人事委員会規則モデルを告示しました。学校再開後の教職員の多忙な状況の中、「１年単位の変形労働時間制」を導入すれば多忙化を解消するどころか、さらなる混乱を招き、長時間過密労働を悪化させることにつながります。

全教は直近の教職員の働き方の実態を集約し、その結果を「１年単位の変形労働時間制」の条例化阻止のとりくみにいかすため、表記の実態調査を提起しました。長野高教組としても全国の取り組みに参加し実態調査に取り組むこととしました。お忙しいこととは存じますが、積極的なとりくみをよろしくお願いします。
記
１　実施期間　　　2020年7月29日～8月31日
２　実施対象　　　すべての教職員

　　　　　　　　　　※調査用紙を全教職員（管理職・未組合員含む）に配布をお願いします。
　　　　　　　　　　　不足の場合は大変手数ですが増し刷りをお願いします。
３　実施方法　　　実施方法は以下の３つから選んで各自で実施をしてください。Googleフォームによる調査ですので２分ほどで実施できます。できるだけ①②による実施でお願いします。

　　　①スマートフォンで実施
　　　　右のQRコードを読み込んで直接実施してください。
　　　②パソコンで実施
　　　　下記のURLに接続して実施してください。直接接続するためには、高教組HPにこの
文書がありますので、URLを指定してCtrlキーを押すと接続します。
　　　　　　https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScQ0mdY-WjaipajXzNrCqhjPqzTyllCPmcVTOLo0eqOo8TYgg/viewform?usp=sf_link
　　　③調査用紙に記入して実施
　　　　裏面の調査用紙（または、HPにある調査用紙）に記入をして、提出先FAXまたはメー
ルにて直接提出をお願いします。（高教組本部に提出をしていただいても結構です）
【調査用紙送付先】FAX：０３－５２１１－０１２４　　　E-mail：z_seiken@educas.jp
４　その他　　　全教で集約した調査結果は、各都道府県に送付されます。長野高教組は9月からの取

　　　　　　　　り組みで活用しますので、多くの方にご協力をしていただけるようにお願いします。
また、調査用紙が分会長に提出された場合は、ご面倒でも高教組本部へ８月２５日までにお届けください。（FAX可です）　　　

